
　

話題のパレット

予約＋問  ☎︎070-5521-3275

月・金曜日は休み。不定休あり。平日は昼の部のみ。
　昼の部　午前10時〜午後４時
　夜の部　午後６時〜午後９時
問い合わせはHPのコンタクトフォームから ▶️

　草野地区の食堂「芳頼 神八」にて、飯
舘村に住む子育て世帯を対象とした食事
イベント「わいわい食堂」がスタートします。
「子ども達にとって家族と過ごすよい思い
出に、ご両親には朝ごはんを少しお休みで
きるひとときに」との思いから始まった取り
組みです。
　初回は５月16日に開催され、以降は毎月
第３土曜日に行われます。

　福島と台湾をつなぎ、さまざまな事業を展開している
株式会社サクラ・シスターズ（上飯樋）が、６月30日まで、

『台湾夜市』を開催しています。「デスティネーションキャ
ンペーンふくしま」の特別企画で、会場は、同社事務所
に隣接するゲストハウスCOCODAの敷地内に設置され
ています。福島交通観光と連携したツアーも実施予定。

サクラ・シスターズ「台湾夜市」を開催中!

清水さんの彫刻を常設展示

　４月５日、飯舘ライオンズクラブ（渡邊春治
会長／小宮）の皆さんが、奉仕活動の一環
で、ごみ拾いの美化活動を行いました。
　場所は、會田征男さん・ツタ枝さん（伊丹
沢）が長年にわたり植樹を続けてきた「飯舘
復興の三千本の桜」の周辺です。一面に広
がる桜の園の開花を前に、「訪れる人に気持
ちよく桜を楽しんでほしい」と取り組みました。
ほのかにつぼみが色づいた桜並木の散策
道を中心に、丁寧にごみを拾い集めました。

　広報いいたて４月号のP６でも紹介したは
やま湖畔の『COFFEE CORNER葉山」
は、佐藤耕造さん（大倉）が休日に営むコー
ヒー店。「大倉地区の自然が好きで、訪れる
人にもこの景色を楽しんでほしい。そのひと
ときにコーヒーがあればと」。佐藤さんは月日
をかけ店舗やテラス席を自作で整備。はやま
湖畔を訪れる人や地域の人を、おいしいコー
ヒーでもてなしています。

ライオンズクラブが奉仕活動 『COFFEE CORNER葉山』にて

　村内在住の彫刻家、清水直土さん（草野）
の作品が、いいたて村の道の駅までい館に
展示されています。清水さんは宮城県の出
身で、石彫を中心とした造形作品や絵画を
制作していて、展覧会での受賞歴も多数。令
和４年からは村で暮らし、作家活動を続けて
います。展示場所は、道の駅正面玄関の内
側で、清水さん自身が毎月作品を入れ替え
展示をしています。ユニークでファンキーな作
品の魅力に、ぜひ触れてみてください。

　飯舘村指定文化財の「二枚橋の水芭蕉」
は毎年４月上旬から中旬に見頃を迎えます。
　４月12日、二枚橋・須萱行政区の皆さんが、
群生地の周辺で、草刈りと支障木の伐採を
行いました。今回が初めての実施で、佐藤義
彦区長は「群生地の保全のために、これから
も継続したいと考えています」と話していまし
た。活動の成果により、歩道も大変歩きやすく
なりました。今年もたくさんの水芭蕉が咲き、
可憐な姿が訪れた人を楽しませました。

地域が見守る「二枚橋の水芭蕉」芳頼 神八  子育て世帯を応援する「わいわい食堂」がスタートします！

■利用方法　 電話で事前予約をお願いします。
■料　金　　 １家族あたり100円
■対　象　　 飯舘村にお住まいの子育て世帯
■開催日　　 毎月第３土曜日　
■時　間　　 午前７時から９時まで
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予約＋問  ☎︎070-5521-3275

作品名「まぁ石ですから、半永久的にずっと笑顔です。そん
な、表情硬いなんて言わないで下さい。まぁ石ですから。」

家族で気兼ねなく過ごせるよう「わいわい
食堂」専用のスペースを設けています。
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